
■米国：EIAが 2013年のガス価格上昇とその影響を予測 

米国エネルギー情報局（EIA）は 2013年 3月 12日、エネルギーに関する短期予測を発表

した。同予測によると、天然ガス平均取引価格（ヘンリーハブ・スポット価格）は 2012年

の 2.75ドル／MMBtuから 2013年に 3.41ドル／MMBtu 、2014年に 3.63ドル／MMBtu

までそれぞれ上昇する。これに伴い、家庭用平均小売電力価格も 2012年の 11.88セント／

kWhから 2013年に 12.10セント／kWh、2014年に 12.32セント／kWhに上昇するとし、

2013 年夏季の家庭用電力使用量は前年同期と比較して約 6％減になるだろうとしている。

また、国内総発電量に占めるガス火力の割合は、2012年の 30.4％から 2013年には 28.3％

まで低下する一方、石炭火力が 37.4％から 39.5％に上昇すると予測している。 

 


